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科外科系産科婦人科学専攻  
（学位規則第4粂第1項該当）  

学位 論文題 目 ImrnunohistochemicalEvaluation ofInsulin－1ike Growth  
FactorIReceptor Statusin CervicalCancer Specimens  
（免疫組織染色による子宮頸癌摘出組織のⅠ型インスリン様  
増殖因子受容体発現状態の検討）   

論文審査委貞  教授 保田 立二 教授 許 南浩 准教授 近藤 英作  

学 位 論 文 内 容 の 要 旨   

Ⅰ型インスリン様増殖因子受容体（IGF・IR）は多くのヒト子宮頸癌培養細胞で過剰発現して  

いる。IGF・IRの発現はp53蛋白により厳格に転写抑制されているため、ヒトパピローマウ  

イルス（HPV）．陽性の子宮頸癌細庖ではHPVE6蛋白によるp53蛋白分解によりIGF・IR  
■  

が過剰発現していると推測される。今回我々は、子宮頸癌の臨床検体におけるIGF・IRの発  

現量と、その自己リン酸化を抗IGF・IR抗体およびIGF・IRのC末端のリン酸化チロシンに  

対する抗体を用いた免疫組織染色により検討した。IGF・IRの発現量はCINIIIや子宮頸部  

浸潤癌セは有意に冗進していた。IGF・IRのチロシン自己リン酸化は全てのCINや浸潤癌  

で有意に充進しており、その程度は病巣の伸展とともに上昇していた。CINIやCINIIの  

IGF・IR過剰発現は上皮の基底および斉基底層には認めなかったが、CINIIIや浸潤癌では  

全ての細胞で過剰発現していた。このCIN病巣内におけるIGF・IRの過剰発現局在はHPV  

感染様式の診断に活用できる可能性が示唆された。  

論 文 審 査 結 果 の 要 旨  

Ⅰ型インスリン様増殖因子受容体（IGトIR）は多くのヒト子宮頸癌培養細胞で過剰発現   

している。IGトIRの発現はp53蛋白により厳格に転写抑制されているため、ヒトパピロ   

ーマウイルス（rtPV）陽性の子宮頸癌細胞ではHPVE6蛋白によるp53蛋白分解によりIGF－IR   

が過剰発現していると推測される。子宮頸癌の臨床検体におけるIGF－IRの発現量と、そ   

の自己リン酸化を免疫組織染色により検討した。IGF－IRの発現量、IGF－IRのチロシン自   

己リン酸化は全ての悪性化病変や浸潤癌で有意に元達しており、その程度は病巣の伸展と   

ともに上昇していた。また病巣内におけるIGF－IRの過剰発現局在はHPV感染様式の診断   

に活用できる可能性が示めされた。  

これらの研究は子宮頸癌の発症過程におけるHPVの関与と診断への応用を示唆する   

もので、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   


